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広告のお申し込みは総務課まで広告

・無料でお見積もりできます！
・安心のメーカー

※延長保証は一部対象外の商品もあります

“ちょこっと”

電気工事
椿坂電機株式会社
北陸電力送配電 認定店

TEL 0779-88-1312
FAX 0779-88-5689
〒911-0801勝山市沢町2丁目2-21

お家の

お気軽にお問い合わせください照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！!

照明、コンセント、防犯カメラ、電力契約変更、
エコキュート、インターホン、太陽光、
EVコンセント、 などにも対応できます！! 年延長保証10

エアコン
の設置承ります! !

家庭用
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スポーツがしたいです。特集

ソフトボール

勝山ファイヤーズに育てて頂いた
チカラで全国戦ってきます
(左)中村莉子さん（南部中3）・(右)岡田樹依さん（中部中1）
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人口の動き　  7月末現在（前月比）
総人口� 21,202人（－14）
世帯数� 7,935世帯
男性� 10,140人（＋3）
女性� 11,062人（－17）
出生� 10人
死亡� 26人
転入� 37人
転出� 35人

7月の交通事故　（前年比）

事故� 35件（＋7）
死者� 0人（±0）
負傷者� 1人（±0）

8月の納税

（市・県民税（2期））
納期限� 9月2日
口座振替� 8月26日

勝山市では、広報かつやまのほかに、ホームページやSNS
などで最新情報を発信しています。ぜひご活用ください。公式ＳＮＳなどで情報発信

勝山市のホーム
ページです

イベント、行政
情報を発信

最新情報は
こちらで確認

友だち登録は
こちらから

市内のステキな
写真を紹介

10言語対応の
デジタル広報

旧 ((X

2 0 2 4年8月号

特集　スポーツがしたいです。� 03

勝山中学校新制服エンブレムデザイン決定� 09

 pHOTo話題� 10

スマイルPick Up� 12

勝高コラム、JCHOコラム� 13

市からのお知らせ� 14

市民の広場� 19

目次

広報かつやまアンケート実施中
皆さまのご意見をお待ちしています。

今 月 の 表 紙

『広報かつやま』では表紙や記事に登場するモデルを
募集しています。応募方法や条件は、こちらをご覧
ください。

Cover m
odel

『体を動かすことが大好きで、スイミングとバドミントンを
� 頑張っています。4兄弟ケンカもしますが、みんな仲良しです！』

柴田　澪
みお

 さん（9歳）・亜
あ き

輝 さん（7歳）

	 壮
そう

 さん（4歳）・葉
は る

瑠 さん（4歳）

LOGO VARIATION

ロゴ・バリエーション④

【色々な色】

特
集

ス
ポ

ー
ツ
が

し
た

い
で

す
。

M
a k e  y

o u r  m
o v e .
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ヴィフ勝山サッカー

　市内の小学校に通う1 ～ 6年生26人で活動
しています。前身のチーム立ち上げから30年
以上活動している歴史ある少年団です。技術の
向上だけでなく、とにかく全員がサッカーを楽
しめるような運営を心がけています！

大
おおひら

平 志
し ゆ う

勇 さん

土
つちだに

谷 竜
りゅうじ

治 さん

　市内外の小学３～６年生11人が楽しく練習
に励んでいます。普段はみんな仲良く和気あい
あいとした雰囲気で活動していますが、試合で
は手を抜かず一生懸命取り組んでいます。試合
中の一致団結した応援は見物で、どのチームに
も負けません！

下
しもかわ

川 紗
さ ち

知 さん

竹
たけしま

島 勇
ゆ う じ

二 さん

HOVC
チームメイトとは、団の
活動だけでなくプライ
ベートでも仲良しです。
この仲間と一緒に、県大
会ベスト8以上を目指し
ています！

バレーボールをもっと好きに
なってほしい！技術向上はも
ちろんですが、あいさつなど
礼儀を身につけ社会に出て活
躍できるように成長してほし
い！と願いを込めて、指導を
しています。

チームメイトはみんな
やさしく、低学年から
高学年まで仲良くサッ
カーをしています。県
大会でベスト4以上に
いきたいです！

サッカーを楽しんでもらうこ
とを心がけて指導していま
す！勝ち負けにこだわるより
も、試合に来た子が全員出場
できるよう意識しています。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
っ
て
？

「
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
一
度
は
お
聞
き
し
た

こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
生
い
立
ち
は
、
昭
和

39（
1
9
6
4
）年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ま
で
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
先
立
ち
、
青
少
年
に
ス
ポ
ー
ツ
の
歓
び

と
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ

を
育
む
た
め
、
昭
和
37（
1
9
6
2
）年
6

月
に
「
日
本
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
特
徴

　
市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
に
は
、
概
ね

小
学
生
が
所
属
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

み
、
そ
の
活
動
を
通
し
て
成
長
す
る
過
程

で
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
経
験
し
て
い
ま

す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
大
き
な
特
徴
は
、

活
動
拠
点
が
地
域
社
会
の
中
に
あ
る
こ

と
で
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
学
校
・

学
年
・
年
齢
の
異
な
る
友
だ
ち
や
、
活
動

を
支
え
る
地
域
の
大
人
と
の
出
会
い
を

通
じ
て
、
子
ど
も
た
ち
は
、
協
調
性
や
創

造
性
を
養
い
、
社
会
の
ル
ー
ル
や
思
い
や

り
の
こ
こ
ろ
を
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

ま
た
近
年
は
指
導
体
制
の
強
化
も
進

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

に
は
（
公
財
）
日
本
ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
公

認
を
受
け
た
指
導
者
2
名
以
上
の
登
録

が
必
要
と
な
っ
て
お
り
、
安
全
・
安
心
の

指
導
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
内
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

市
内
で
登
録
さ
れ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
は
7
団
体
、
1
2
6
人
が
所
属
し

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
日
々
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
を
育
ん
で
い
ま

す
。

　

ま
た
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
メ

リ
ッ
ト
は
子
ど
も
の
成
長
だ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
子
ど
も
と
親
が
一
緒
に
活
動

す
る
こ
と
で
、
家
族
共
通
の
話
題
が
増
え

る
ほ
か
、
お
子
さ
ん
の
成
長
を
身
近
に
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
よ
り
深
い
家
族

の
時
間
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
親
御
さ
ん

も
含
め
た
家
族
の
成
長
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

　
次
の
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
市
内
で
活
動
し

て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
を
紹
介
し
ま

す
。

特　集

スポーツがしたいです。

私たち 

スポーツが大すき！

私たち 

スポーツが大すき！

バレーバレー
ボールボール

サッカーサッカー
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勝山ジャンピング

勝山剣道勝山柔道

　市内の小学生8人と中学生3人が一緒に練習
しています。元気よく、大きな声が出せるよう
練習中から意識して取り組んでいます。卒団し
た先輩が指導に来てくれるなど、夏休みの合宿
など、団の活動を通じて絆が深まります！

大
おおたき

滝 眞
ま こ

子 さん

小
お ぐ ら

倉 武
た け し

士 さん　市内外の年長から小学6年生までの男女15人
と卒団した中高生から大人までが一緒に練習
しています。「好きこそものの上手なれ」をモッ
トーに礼儀正しく和気あいあいと活動してい
ます。ハロウィンやBBQなどのイベントでは、
団員とその家族、指導者が一緒になってとても
盛り上がります！

福
ふくおか

岡 優
ゆ う ま

真 さん

玉
た ま き

木 一
ひ と し

史 さん

斎
さいとう

藤 翼
つ ば さ

沙 さん

松
まつばら

原 貴
た か こ

子 さん
　市内外の幼児から中学生まで25人が仲良く
活動しています。全員が楽しみながら技術の
向上を目指して頑張っています！トランポリ
ンをすることでバランス感覚や体幹が鍛えら
れますよ！

　市内の小学校に通う3 ～ 5年生9人で活動し
ています。学校も学年も違いますが、仲良く助
け合って楽しく活動しています。バレーの基礎
からしっかりと教わるので、高校や大学にいっ
ても活躍する先輩がたくさんいます！

加
か と う

藤 心
み お

音 さん

中
なかむら

村 真
し ん ご

悟 さん

県大会でベスト８以上
を目指して練習からが
んばっています！ミス
した時も助けてくれる
頼もしいチームメイト
たちです！

小学生がバレーボールに必死
に取り組む姿に鼓舞されてい
ます。チームスポーツの楽し
さ、勝つ喜び嬉しさを子ども
たちに味わって欲しいです！
興味がある小学生はいつでも
体験に来てください。

お互いに教え合いなが
ら 技 を 磨 い て い ま す。
大きい声を出すと気持
ちがいいです！

練習では大きな声を出して、
元気よく最初から最後まで全
力で取り組むよう指導してい
ます。厳しさの中にも楽しさ
を見つけられるようになって
欲しいと思います。

トランポリンは5歳から
始めました。技が出来
た時はとっても楽しい
です！どんどん新しい
技が出来るようにがん
ばりたいです！

楽しんで跳ぶことをモットー
に団員と家族が協力して運営
しています。トランポリンが
きっかけで子どもたちは仲の
良い友だちが増えました！

笑顔があふれる仲間と
仲良く柔道をしていま
す。将来は黒帯がとれる
ようにがんばりたいで
す！

柔道を好きになってもらうこ
とを心がけて指導していま
す！試合で勝ちたい子、体を
動かしたい子など個人の目標
に合わせた指導に取り組んで
います。

剣道剣道

KVSS
バレーバレー
ボールボール

柔道柔道

トランポリントランポリン

7 7 　　　　 広報かつやま8月号 №837 広報かつやま8月号 №837 広報かつやま8月号 №837広報かつやま8月号 №837　　　　 6 6



勝山BRAVES

　市内にあった3つの団が合併して、今年4月
に誕生した勝山BRAVES。市内の小学校に通
う2 ～ 6年生34人で活動しています。人数が
多くなったことで、学年ごと、また子どもの
成長に合わせた練習に取り組んでいます。高
学年が低学年に優しく教えるなど助け合いな
がら仲良く活動しています。

屋
や し き

敷 龍
りゅうき

希 さん

竹
たけうち

内 勇
ゆ う と

人 さん

練習からお互いが指摘し
合うなど緊張感を持って
練習に取り組んでいま
す。目標は県大会ベスト
4以上です！

合併して30人を超える大所帯
となりましたが、学校や学年
が違っても仲良く楽しく活動
しています。目標に向かって、
子どもも親も全員一丸となっ
て頑張っています！

　地域に根差すスポーツ少年団は、以前は、小学
校や中学校単位で活動する団も多くありましたが、
少子化に伴い市内外から、子どもたちが集まるよ
うになりました。そのことにより学校・学年・年
齢が異なる友だちと出会うきっかけができ、スポー
ツを通した地域内外の交流が活発化しています。
　スポーツ少年団は、勝利至上主義ではなく、ス
ポーツの本質である運動することの楽しさを得ら

れる機会を提供しています。市内で活
動している子どもたちはみんな、生

き生きと笑顔で、楽しそうに活動
しています。興味がある方は、
ぜひ一度団の活動をのぞいてみ
てください。

気軽にスポーツを体験したい方へ
！

気軽にスポーツを

体験できるイベン

トです。

興味がある方はぜ

ひ参加してくださ

い！

子どもの成長に合わせた食育やトレーニングなどの研修会です。親子での参加お待ちしています！

勝山市スポーツ少年団
本部長 佐

さ と う
藤 義

よしゆき
行 さん

色々なスポーツで交流を
楽しむ子どもたち

アカデミーで講義を受ける
参加者の親子

意見交換会の様子

各スポーツ
少年団
詳細はこちら

運動する楽しさを感じて！
スポーツアカデミーや研修会
スポーツ交流会にご参加ください！

勝山中学校
新制服エンブレムデザイン 決定！

学校指定物品はどうなるの？

勝山中学校開校に向けて
小中学校の先生方との意見交換を実施

　新しい制服の胸元に付けるエンブレムのデザインを市内の中学生から募集した結果、
175人から応募がありました。その中から５つの作品をCGデザイン化し、市内の4年生以
上の小学生と全中学生による投票を実施し、その結果を参考に学校運営部会において協議
し最終デザインを決定しました。

イメージはズバリ！恐竜王国勝山
エンブレムのデザインは、石井みくるさん（勝山中部中２）の作品を基
に制作されました。「恐竜」は校名選定時にも多くの提案をいただいて
おり、恐竜をモチーフにしたデザインは、ふるさと勝山に愛着と誇り
を持ってほしいとの願いを象徴したものとしました。

新中学校では、次の物品について推奨また
は指定とすることとします。
推奨するものは、類似品を個別に購入いた
だいても構いません。

無地で白のものとし指定は
しません

　新中学校に通うことになる児童や保護者の皆様の不安解消と新し
い学校での出会いに期待を持っていただけるよう、小学校６年生児
童と保護者を対象とした交流会・説明会を12月に開催する予定です。
　これに先立って、全ての小中学校の先生方を対象に進捗状況の説明や意見交換
を実施しました。今後も市内教職員の意見などを取り入れながらより良い学校に
なるよう取り組んでいきます。

K70K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

推
奨

K70K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

推
奨

教科書やタブレット、体操服
な ど を 収 納 で き る 大 容 量 の
リュック式のものとし、指定
はしません

通学用カバン カッターシャツ
ポロシャツ

指定のものとしますが、学
年による色分けはしません

K70K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

私
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

推
し
勝
★

K70

指
定

内・外ズック

野球野球

問教育総務課　☎88－8111

①�令和６年度勝山アカデミー奥越地区
　指導者および育成母集団研修会
②スポ少交流フェスティバル
時10月5日㈯　①午前9時～ 10時30分
	 ②午前11時～午後0時30分
所ジオアリーナ

9 9 　　　　 広報かつやま8月号 №837 広報かつやま8月号 №837 広報かつやま8月号 №837広報かつやま8月号 №837　　　　 8 8



か

子育て 情報ステーシヨン

つやままんなかこども
　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　　問こども課　☎88-8771

　こども課では、赤ちゃんが生まれる前から学校卒業まで、切
れ目ない支援体制により、未来を担う子どもたちの健やかな
成長と保護者が安心して子育てできる環境づくりを進めてい
ます。   　　問こども課　☎88-8771

　これまでは、保育所等に通園する場合に保育料がかかりましたが、
勝山市では9月から保育料がかからなくなります。ただし、副食費（お
かず、おやつ代）については、3歳以上児は今まで通りかかります。

　こどもが2人以上で特に子育ての負担が大きい
低年齢児（0 ～ 2歳児）を家庭で子育てする世帯に
対して、在宅育児応援手当を支給します。
　これまでは所得制限がありましたが、9月から
所得制限が撤廃となります。
　詳しくはこども課までお問い合わせください。
問こども課　☎88－8771

対　　象▶�勝山市に住所があり、世帯において第
2子以降で、生後8週間～満3歳未満の
こども

支 給 額▶こども一人当たり月額1万円
支給要件▶�育児休業給付金を受給していない、保

育所等に入所していないなど、その他
要件あり

９月から保育料完全無償化スタート！

　保育料完全無償化

　在宅育児応援手当支給事業の対象者を拡充

県内初!
　協同組合勝山サン・プラザが今年1月から6月まで
行った「レシートで能登を応援プロジェクト」。この
プロジェクトで集まった寄附
金42万192円を日本赤十字
社を通じて被災地に寄附しま
した。市民の皆さんありがと
うございました。

pHOTo話題

　行政相談委員の木
き む ら

村美
み ち こ

智子さんが長年にわた
り、相談員として行政に対する苦情の解決などに
多大な貢献をされ、その功
績が顕著であったと認めら
れたことから、近畿管区行
政評価局長から表彰を受け
ました。

　B＆G財 団 が 全 国 の 海 で 開 催 し て い る「 砂
ASOBeach」が九頭竜川の河川敷の砂地で行われ
ました。参加者は海の安全
について学習しながら、砂
地を生かしたアクティビ
ティを楽しみました。

　国の重要文化財に指定されている旧木下家住宅
の活用に取り組んでいるプロジェクトＫのメン
バーが企画したものまねライ
ブが開かれました。約200人
が会場に訪れ大いに盛り上が
りました。

　令和元年9月から約3年間、市内の小中学校で外
国語指導助手（ALT）を務めたジョーディン・マー
ター・ミッシェルさんが任
期を終えられました。市長
から感謝状と記念品が贈呈
されました。

　野向町区長会が主催する「第55回野向町民体操
祭」が行われました。今年は市制施行70周年を記
念して「恐竜体操」に挑戦
し、集まった野向小学校の
児童と町民が元気よく体操
していました。

ご寄附ありがとうございます！ 7/18

海の安全を考えよう！7/14

おめでとうございます！7/10

ありがとうございました！7/19

恐竜体操で夏を乗り切ろう！7/22

旧木下家住宅で最高の夏に！7/28
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スマイル Pick Up! 市民の笑顔
お届けします

「
学
び
の
祭
典
」開
催
！

　
7
月
16
日
、「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」

の
集
大
成
と
し
て
、
２
、
3
年
生
が
こ
れ

ま
で
の
探
究
の
成
果
を
ジ
オ
ア
リ
ー
ナ

で
発
表
し
ま
し
た
。
県
内

大
学
の
先
生
や
地
元
企
業

や
保
護
者
の
方
、
勝
山
市

内
の
中
学
３
年
生
も
参
加

し
て
、
勝
高
生
の
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
聴
き
ま
し

た
。
質
疑
応
答
も
活
発
に

行
わ
れ
、
自
分
の
探
究
に

つ
い
て
熱
く
語
る
勝
高
生

の
姿
が
あ
り
ま
し
た
！

　
詳
し
い
様
子
は
、
勝
山

高
校
H
P
か
ら
閲
覧
で
き

る
「
探
究
n
o
t
e
」

に
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。

こ
の
夏
も
勝
高
生
が
全
国
で
活
躍
！

【
全
国
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
】

　

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の
宮
川
力
也

さ
ん
・
田
中
天
祥
さ
ん
ペ
ア
が
、
男
子
ダ

ブ
ル
ス
競
技
の
福
井
県
代
表
と
し
て
、　

７
月
31
日
～
８
月
４
日
に
佐
賀
県
の

S
A
G
A
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
に
て
行
わ

れ
た
全
国
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

【
全
国
高
校
生
太
鼓
甲
子
園
】

　
日
本
文
化
部
が
、
ビ

デ
オ
審
査
を
経
て
予

選
を
通
過
し
、
７
月

28
日
に
静
岡
県
の
富

士
山
交
流
セ
ン
タ
ー

で
行
わ
れ
た
全
国
大

会
に
出
場
し
、
見
事

２
位
に
あ
た
る
「
優
秀

賞
」に
輝
き
ま
し
た
！

【
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

�

美
術
・
工
芸
部
門
】

　

芸
術
部
の
横
山
結
香
さ
ん
が
、
８
月

１
・
２
日
に
岐
阜
県
美
術
館
に
て
行
わ
れ

た
全
国
総
合
文
化
祭
に
お
い
て
作
品
展

示
お
よ
び
参
加
を
し
ま
し
た
。

勝
高
祭
の
お
知
ら
せ

テ
ー
マ
▼
混
平
糖（
こ
ん
ぺ
い
と
う
）

「
混
」：
１
年
か
ら
3
年
が
混
ざ
り
あ
っ
て
楽
し
む

「
平
」：
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の
精
神
で

「
糖
」：
砂
糖
の
よ
う
な
甘
い
青
春
を
味
わ
お
う

　
テ
ー
マ
に
は
、
勝
高
生
ひ
と
つ
と
し
て

同
じ
形
は
な
い
＝
一
人
一
人
を
大
切
に
と

い
っ
た
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

文�

化
祭
▼
9
月
2
日
㈪
・
3
日
㈫�

ジ
オ

ア
リ
ー
ナ
、
勝
山
高
校
第
２
体
育
館

体
育
祭
▼
9
月
4
日
㈬�

ジ
オ
ア
リ
ー
ナ 勝高ＨＰ

『探究note』
はこちら

失 神 の 原 因 は ？ 福井勝山総合病院　循環器内科
診療部長　佐藤 岳彦

　
病
院
で
診
療
を
し
て
い
る
と
、
失
神

で
救
急
搬
送
、も
し
く
は
脳
神
経
外
科
、

循
環
器
内
科
外
来
を
受
診
さ
れ
る
方
が

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
失
神
と
は
、
脳

全
体
に
十
分
な
血
液
が
供
給
さ
れ
な
く

な
る
た
め
に
、
一
時
的
に
意
識
を
失
う

症
状
の
こ
と
で
す
。
突
然
意
識
を
失
い

倒
れ
ま
す
が
、
数
秒
か
ら
数
分
程
度
で

速
や
か
に
、
自
然
に
意
識
が
回
復
し
ま

す
。
す
ぐ
に
元
通
り
に
戻
る
た
め
、
軽

視
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
失
神
に
よ
り
転
倒
、
転
落
な
ど

で
外
傷
を
負
っ
た
り
、
入
浴
中
の
場
合

は
溺
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
車
の
運
転
中

に
起
き
る
と
交
通
事
故
に
よ
り
、
自
分

や
他
人
の
命
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　
失
神
の
原
因
は
、
反
射
性
、
起
立
性

低
血
圧
、
心
原
性
に
分
か
れ
ま
す
。
反

射
性
失
神
は
長
時
間
に
わ
た
っ
て
立
っ

て
い
た
時
や
興
奮
し
た
時
、
ス
ト
レ
ス

な
ど
が
き
っ
か
け
に
な
り
一
時
的
に
血

圧
や
脈
拍
が
低
下
し
て
起
こ
り
ま
す
。

ま
た
、
あ
る
特
定
の
状
況
（
排
尿
・
排

便
時
、
激
し
い
咳
、
嚥
下
、
爆
笑
な
ど
）

で
起
き
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
起
立

性
低
血
圧
は
立
ち
上
が
っ
た
直
後
に

血
圧
が
低
下
し
、
心
臓
か
ら
脳
に

押
し
上
げ
ら
れ
る
血
流
が
低
下
し

て
起
こ
り
ま
す
。
心
原
性
失
神
は

不
整
脈
、
心
臓
弁
膜
症
な
ど
が
主
な
も

の
で
、脈
が
遅
く
な
る
不
整
脈
の
場
合
、

数
秒
程
度
心
臓
が
止
ま
っ
て
い
る
と
気

を
失
い
ま
す
。
ま
た
、
著
明
な
頻
脈
の

場
合
も
心
臓
が
血
液
を
効
率
的
に
送
り

出
せ
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
不
整
脈

の
原
因
と
し
て
心
筋
梗
塞
な
ど
が
原
因

と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

失
神
の
症
状
の
あ
る
患
者
さ
ん
に

は
、
心
電
図
、
心
臓
超
音
波
検
査
、
不

整
脈
を
疑
う
場
合
は
24
時
間
心
電
図

（
外
来
で
で
き
ま
す
）や
植
え
込
み
型
心

電
計
（
小
さ
な
機
械
を
皮
膚
の
下
に
埋

め
込
み
ま
す
）
を
使
用
す
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
反
射
性
失
神
を
疑
う
場
合
は

ヘ
ッ
ド
ア
ッ
プ
テ
ィ
ル
ト
試
験
（
体
を

起
こ
し
た
状
態
で
数
十
分
間
、
血
圧
や

脈
拍
な
ど
を
測
定
し
ま
す
）
な
ど
も
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
失
神
症
状
を
放
っ
て
お
く
と
危
険
な

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
症
状
の
あ
る

方
は
一
度
循
環
器
内

科
を
受
診
し
て

く
だ
さ
い
。

　

　
郡
町
交
差
点
の
角
に
道
行
く
方
々
を

お
出
迎
え
す
る
花
壇「
恐
竜
モ
ニ
花
壇
」

が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
花
壇
は
、
郡
新
生
会
の
皆
さ
ん

が
協
力
し
て
整
備
・
維
持
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

以
前
か
ら
も
恐
竜
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
公

園
と
し
て
恐
竜
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
周

り
に
サ
ツ
キ
と
少
し
の
花
壇
を
整
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
恐
竜
博
物
館
に
来

ら
れ
る
県
内
外
の
方
々
を
き
れ
い
な

花
々
で
お
出
迎
え
し
た
い
と
、
令
和
４

年
度
に
花
壇
の
面
積
を
増
や
し
、
新
た

に「
恐
竜
モ
ニ
花
壇
」と
名
づ
け
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
以
上
に
花
の
種
類
を
増
や

す
た
め
、
植
物
の
特
性
に
合
わ
せ
た
土

づ
く
り
や
植
え

方
に
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
た

そ
う
で
す
。

　
新
生
会
の
会
員
は
33
人
で
、
そ
の
う

ち
10
人
ほ
ど
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
さ
ん
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
新
し
い
花
壇
は
、「
綺
麗
で
す
ね
。

ご
苦
労
様
で
す
」
と
声
を
掛
け
ら
れ
る

こ
と
が
あ
る
そ
う
で
、「
樹
木
の
剪
定

や
草
取
り
、
季
節
ご
と
の
花
の
入
れ
替

え
、
水
や
り
な
ど
は
と
て
も
大
変
で
す

け
ど
、
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
と
て
も
嬉

し
く
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
」
と
会
長

の
多
田
さ
ん
は
嬉
し
そ
う
に
話
さ
れ
て

い
ま
し
た
。

　
花
壇
は
冬
の
時
期
を
除
き
花
が
楽
し

め
る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
て
「
花
壇
の

近
く
を
通
っ
た
際
は
、
ぜ
ひ
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
」

と
会
員
の
皆

さ
ん
は
花
壇

整
備
に
汗
を

流
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

季
節
の
花
で
県
外
客
を
お
出
迎
え

郡新生会の皆さん

花壇を整備する様子

　

 

　
滝
波
町
に
工
房「
＊
旅
の
雫
＊
」を
構

え
て
ガ
ラ
ス
細
工
の
作
品
づ
く
り
に
取

り
組
む
櫻
井
さ
ん
。
ガ
ラ
ス
細
工
を
手

に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
方
に
、
楽
し
ん

で
も
ら
い
た
い
と
15
年
以
上
ガ
ラ
ス
と

向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

　
櫻
井
さ
ん
が
ガ
ラ
ス
細
工
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
姉
に
誘
わ
れ
て
参
加
し

た
体
験
教
室
で
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら

ガ
ラ
ス
細
工
に
興
味
が
あ
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
仕
事
の
傍
ら
、
趣
味
で
と
ん
ぼ

玉（
穴
の
空
い
た
ガ
ラ
ス
玉
）づ
く
り
に

挑
戦
し
始
め
ま
し
た
。
ガ
ラ
ス
細
工
づ

く
り
は
と
て
も
繊
細
で
難
し
く
、
風
鈴

を
作
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
に
は
、
吹

き
ガ
ラ
ス
の
練
習
を
始
め
て
か
ら
10
年

く
ら
い
か
か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
し
て
、

「
も
っ
と
作
品
づ
く
り
に
没
頭
し
た
い
」

と
一
念
発
起
し
、
3
年
前
に
独
立
さ
れ

ま
し
た
。

　
高
温
の
ガ
ス
バ
ー
ナ
ー
を
使
用
す
る

こ
と
か
ら
、
夏
に
は
工
房
内
の
温
度
が

40
度
以
上
に
な
り
ま
す
。
一
つ
一
つ
を

手
作
り
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
作
品

づ
く
り
に
は
高
い
集
中
力
が
必
要
と
さ

れ
ま
す
。「
思
い
ど
お
り
の
作
品
や
思

い
が
け
な
い
作
品
が
で
き
た
時
だ
け
で

な
く
、
な
か
な
か
思
い
ど
お
り
の
作
品

が
で
き
な
い
こ
と
も
ガ
ラ
ス
細
工
の
魅

力
で
す
」と
櫻
井
さ
ん
。

　

将
来
的
に
は
「
ガ
ラ
ス
の
楽
器
を

作
っ
て
皆
さ
ん
に
ワ
ク
ワ
ク
を
届
け
た

い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
自
然
が
大
好
き
な
櫻
井
さ
ん
。
作
品

に
は
、
生
ま
れ
育
っ
た
勝
山
の
美
し
い

自
然
の
風

景
も
取
り

入
れ
ら
れ

て
い
る
そ

う
で
す
。

ガ
ラ
ス
細
工
で
ワ
ク
ワ
ク
を
届
け
た
い

＊旅の雫＊　櫻
さくらい

井 麻
ま い

衣さん（36）
＝滝波町4丁目＝

美しいガラス細工の作品

今年の春の様子
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市からのお知らせInformation

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
の

来
庁
予
約

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
準
備

が
で
き
た
方
に
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
交
付
に
つ
い
て（
お
知
ら
せ
）」を
送

付
し
ま
す
。
交
付
の
お
知
ら
せ
が
お
手
元

に
届
き
ま
し
た
ら
、
事
前
に
来
庁
予
約
の

申
し
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
予
約

受
付
時
間
▼
24
時
間
・
3
6
5
日

�
（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
）

　

交
付
の
お
知
ら
せ
に
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
予
約

サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
、
ロ
グ
イ
ン
Ｉ
Ｄ

と
パ
ス
ワ
ー
ド
を
入
力
し
ま
す
。

※�

交
付
通
知
書
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
け

ま
す

②
電
話
で
予
約

受
付
時
間
▼
平
日

�

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）

�

☎
88
‐
8
1
0
2

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
、    

電
子
証
明
書
更
新
の
来
庁
予
約

①
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
予
約

受
付
時
間
▼
24
時
間
・
3
6
5
日

�

（
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
時
を
除
く
）

　

勝
山
市
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
予
約

サ
イ
ト
の
《
カ
ー
ド
の
申
請
・
電
子
証
明

書
の
更
新
は
こ
ち
ら
》を
押
し
て
、《
利
用

者
登
録
は
こ
ち
ら
》
へ
進
み
、
予
約
を
お

願
い
し
ま
す
。

※�

予
約
す
る
方
は
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
が

必
要
で
す

※�

予
約
は
一
つ
の
Ｉ
Ｄ
ま
た
は
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
つ
き
１
つ
で
す

②
電
話
で
予
約

受
付
時
間
▼
平
日

�

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）

�

☎
88
‐
8
1
0
2

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
や
電

子
証
明
書
の
更
新
は
、
申
請
者
に
来
庁
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
事
前
に
ご
予
約
い
た
だ
く
こ
と
で
、
お

渡
し
や
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
ま

す
。

　
来
庁
の
際
は
、
事
前
に
ご
予
約
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
、交
付
、

更
新
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
２
開
庁

日
前
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い

※�

ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
か
ら
の
来
庁
予

約
受
付
は
、
９
月
２
日
㈪
か
ら
開
始
し

ま
す（
９
月
５
日
㈭
以
降
の
予
約
）

キ
ャ
ン
セ
ル
に
つ
い
て

　
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ホ
か
ら
予
約
し
た
方

は
2
開
庁
日
前
ま
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
キ
ャ
ン
セ
ル
で
き
ま
す
。

　
そ
の
他
の
方
は
、
担
当
ま
で
電
話
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
・
申
請
・
電
子
証
明
書
の
更
新
は
予
約
で
ス
ム
ー
ズ
に

�

問
市
民
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
8
1
0
2

詳細はこちら

　
児
童
扶
養
手
当
は
、
18
歳
ま
で
の
こ
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

親
、
ま
た
は
父
母
の
代
わ
り
に
そ
の
子
ど

も
を
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

　

令
和
６
年
11
月
に
制

度
改
正
が
あ
り
、
新
た

に
対
象
と
な
る
方
は
申

請
が
必
要
で
す
。

改�

正
点
① 

所
得
限
度
額
の
引
き
上
げ

全
部
支
給
▼
1
6
0
万
円
→
1
9
0
万
円

一
部
支
給
▼
3
6
5
万
円
→
3
8
5
万
円

※�

２
人
世
帯
の
場
合
の
収
入
ベ
ー
ス
、
前

年
度
の
所
得
に
基
づ
き
算
定

改�

正
点
② 

第
３
子
以
降
の
加
算
額
が

第
２
子
の
加
算
額
ま
で
増
額

全
部
支
給
▼
1
万
7
5
0
円

一
部
支
給
▼
1
万
7
4
0
円
～

�

5
3
8
0
円

※�

支
給
額
は
所
得
に
応
じ
て
決
定
さ
れ

ま
す

※�

令
和
６
年
11
月
分
か
ら
（
支
給
月
令
和

７
年
１
月
）適
応
さ
れ
ま
す

児
童
扶
養
手
当
の
制
度
改
正

問
こ
ど
も
課（
教
育
会
館
2
階
）

�

☎
88
‐
8
7
7
1

本　部 （勝山市内全域）
団　長▶北川 賢一
副団長▶池田 義則
	 和田 早苗
部　長▶松田 朋恵
班　長▶横井 美香
	 大平 淳子
団�　員▶前川 裕子、中塚 

真知子、中村 三千代、
荒井 悦子、酒井 靖子、
島田 ゆかり、山内 身
和、和多田 さやか、道
上 多希子、道上 玲子、
石塚 夕子、岩見 浩子、
前川 千鶴、本夛 育恵、
三屋 久美、岡田 幸子、
川村 彰子、木下 沙織、
清水 真紀

機能別団員▶中野 敏彦
	 四方 真二
特設分団 （勝山市内全域）
分団長▶藪 義之
副分団長▶檜木 乃武夫
部　長▶杉本 明人
	 山本 晶一
班　長▶滝川 博則
	 白﨑 由浩
団�　員▶坂 峰太郎、森 

弘充、丹後 信尚、黒坂 
和央、小林 則彦、立壁 
陽一郎、中村 一哉、四
谷 一、岩先 翔平、黒
田 隆 太、 髙 木 康 英、
山 本 巧、 大 平 直 樹、
村上 敦

第1分団 
（勝山地区（元禄線南側））
分団長▶福田 耕治
副分団長▶村口 裕次
部　長▶内田 正一
	 谷口 六洋
班　長▶鳥山 秀幸
	 加藤 裕之
団�　員▶木村 篤郎、山形 

成法、土谷 勇治郎、松
山 拓央、方堂 雄一郎、
林 正 克、 多 田 賢 司、
和 田 晃 幸、 久 保 剛、
大林 弘典、千京 宗一
郎、白木 友基、林 浩平、
松田 恵太

第2分団 
（勝山地区（元禄線北側））
分団長▶玉木 剛
副分団長▶松山 雄治

部　長▶西山 和彦
	 川島 勝則
班�　長▶横川 大一
	 木下 順一郎
団�　員▶嶋田 浩平、春木 

裕之、久保 政晴、増田 
直人、西野 貴弘、境井 
順一、福野 剛士、幅田 
浩司、内田 慎太郎、角 
大介、桑野 恵、道原 
大樹、壁本 清志
第3分団 （猪野瀬地区）

分団長▶長谷川 浩一
副分団長▶多田 栄藏
部　長▶前川 辰憲
	 平田 光男
班　長▶三屋 直樹
	 坂口 卓三
団�　員▶和田 剛育、前川 

憲男、米村 誠一、前田 
馨、加藤 浩樹、三觜 賢、
中村 雄一郎、松田 彰
吾、廣瀬 隆治、北坂 
裕貴、山内 良太、中原 
久敬、山田 耕司、小林 
正季、山岸 亮、冨田 
則孝
第4分団 （平泉寺地区）

分団長▶山内 肇治
副分団長▶中村 啓一
部　長▶山端 宏一
	 大林 裕治
班�　長▶山田 直光
	 前田 義美
	 武内 猛
団�　員▶酒井 正春、片岸 

史治、横山 和宏、牧下 
佑輔、中村 健太郎、竹
内 朋 宏、 村 上 和 人、
小 林 誠、 宮 本 善 幸、
和田 達矢、福丸 進一、
旭 昌 洋、 千 京 正 文、
中村 賢太、松田 優司、
谷 浩 紀、 上 山 浩 明、
辻 雅和
第5分団 （北谷地区）

分団長▶石井 孝幸
副分団長▶大山口 滋
部　長▶斎藤 宏康
	 小林 泰之
班　長▶結川 孝利
	 結川 渥司
団�　員▶西北 覚、山内 幸

人、廣瀨 紳伍、多田 志多田 志
瑠瑠

機�能別団員▶機�能別団員▶山内 隆之、山内 隆之、
小林 宏治、加藤 誠喜小林 宏治、加藤 誠喜
男、西山 馨、田畑 祐男、西山 馨、田畑 祐
治治
第6分団 （村岡地区）

分団長▶西又 英樹西又 英樹
副分団長▶平澤 善治
部　長▶林 利彦
		 山下 博司
班�　長▶丸山 博導
	 前田 健
	 山内 公夫
団�　員▶寺本 史生、酒井 

清久、松井 朋樹、道上 
勉、田中 栄二、平澤 
和彦、義岡 次郎、木下 
剛史、小林 雄仁、前川 
研一、廣瀬 孝之、鵜山 
秀幸、小川 義忠、斎藤 
彰、永吉 陽一、玉木 
希望、水谷 大樹、小川 
佳德、前田 陽平、坪内 
正也、小寺 優
第7分団 （野向地区）

分団長▶橋爪 康夫
副分団長▶出口 健二
部　長▶西出 智也
	 山内 俊洋
班�　長▶松井 寛人
	 山内 大平
	 髙田 昌平
団�　員▶西村 和浩、山田 

直男、棚田 広和、片山 
喜代史、麻畑 耕一郎、
伊原 浩二、山平 善孝、
竹内 陽一、竹内 洋平、
竹内 慎一、知土 裕晶、
荒谷 俊樹、佐々木 由
光、高田 雄大、竹内 敦、
前野 達也、山澤 弘幸、
夢田 周平
第8分団 （荒土地区）

分団長▶竹内 光博
副分団長▶多田 輝雄
部　長▶中山 一喜
	 黒田 浩行
班�　長▶石井 春雄
	 山内 善久
	 原田 茂雄
団�　員▶川村 盛英、皿澤 

博利、下牧 真吾、島田 
幸治、中村 治、土田 孝幸、
廣田 崇行、笠羽 光太郎、
西尾 幸宏、藤堂 将、石西尾 幸宏、藤堂 将、石
井 貴 視、 谷 口 慎 吾、　　井 貴 視、 谷 口 慎 吾、　　

織田 峻太朗、矢戸 勇輝、織田 峻太朗、矢戸 勇輝、
橋爪 淳治、吉川 雅章、橋爪 淳治、吉川 雅章、
水上 直人、岩佐 宥太郎水上 直人、岩佐 宥太郎
第9分団 （北郷地区）

分団長▶分団長▶笠松 正栄笠松 正栄
副分団長▶副分団長▶出口 忠勝出口 忠勝
部　長▶部　長▶田中 章史田中 章史
	 平	 平井 規寛
班�　長▶田中 博善
	 笠塚 明洋
	 松村 一哉
団�　員▶竹内 淳、中川 

雅浩、鈴木 宏和、吉田 
恭隆、秦 靖弘、笠松 
辰実、石川 辰彦、津田 
憲一、小林 崇行、平井 
平紀、田中 直樹、中村 
元樹、牛島 大治

機能別団員▶機能別団員▶川村 浩一川村 浩一
第10分団 （鹿谷地区）

分団長▶石田 秀夫
副分団長▶竹内 一浩
部　長▶伊藤 史朗
	 安居 貴久
班�　長▶山内 敬市
	 吉田 浩一
	 田中 義治
団�　員▶竹内 雅文、清水 

幸広、山内 優、嶋田 馨、
前田 明宏、松村 喜代
志、中道 桂一、岩見 
諭志、石田 圭郎、石田 
仁志、島田 正樹、辻 
貴弘、長尾 大地、山口 
直人、千葉 政和、岸 
光裕、南部 晋平、安居 
智和
第11分団 （遅羽地区）

分団長▶斎藤 精一
副分団長▶牧野 峰夫
部　長▶齋藤 敬治
	 齋藤 秀一
班�　長▶酒井 雅信
	 斎藤 一博
	 斎藤 正登
団�　員▶川端 和浩、替地 

博三、藤崎 秀治、酒井 
勉、斎藤 和成、石渡 
正勝、小椋 道徳、仲長 
哲治、朝井 聡、仲村 
祐太郎、斎藤 勇人、松
村 光

地域の安心・安全を守る

消 防 団 員   ※ 敬 省 略

　　勝山市では、現在、290人余りの消勝山市では、現在、290人余りの消
防団員が市内を12の管轄に分けた中で防団員が市内を12の管轄に分けた中で
消防活動を行っています。消防活動を行っています。

　勝山市では、現在、290人余りの消
防団員が市内を12の管轄に分けた中で
消防活動を行っています。

詳細はこちら
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ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か
け
を
お
願
い
し
ま
す
！

�

問
商
工
文
化
課（
市
役
所
2
階
）☎
88
‐
8
1
1
7

８
月
は「
ふ
る
さ
と
納
税
」普
及
月
間

　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度
は
、「
生
ま
れ

育
っ
た
ふ
る
さ
と
に
貢
献
で
き
る
制

度
」、「
自
分
の
意
思
で
応
援
し
た
い
自

治
体
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
制
度
」
と
し

て
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
は
、
事

業
を
進
め
る
財
源
に
な
り
、
地
域
活
性

化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

県
外
に
い
る
家
族
や
友
人
に
ぜ
ひ
勝

山
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
の
呼
び
か
け

を
お
願
い
し
ま
す
。

※�

市
民
の
皆
さ
ん
も
当
市
へ
ふ
る
さ
と

納
税
（
寄
附
）
は
で
き
ま
す
が
、
お
礼

品
は
受
け
取
れ
ま
せ
ん

ふるさと勝山
応援サイト

救
急
車
を
適
正
に
使
い
ま
し
ょ
う

�

問
消
防
署
☎
88
‐
０
４
０
０

令
和
６
年
度
新
た
な
非
課
税
等
世
帯
へ
の
給
付
金

�

問
福
祉
課（
す
こ
や
か
）☎
87
‐
0
7
7
7

　
勝
山
市
消
防
本
部
で
は
救
急
車
３
台
で

救
急
対
応
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

救
急
出
動
件
数
は
毎
年
、
救
急
車
を
必
要

と
し
な
い
軽
症
者
を
含
め
右
肩
上
が
り
に

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
ま
ま
増
加
が
続
き
ま
す
と
救
急
車

が
同
時
に
出
動
す
る
こ
と
が
多
く
な
り
、

緊
急
に
処
置
を
し
な
い
と
命
に
係
わ
る
方

の
救
急
要
請
へ
の
対
応
に
、
時
間
を
要
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
物
価
高
の
負
担
感
が
特
に
大
き
い
低
所

得
者
世
帯
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
住

民
税
非
課
税
と
な
る
世
帯
ま
た
は
均
等
割

の
み
課
税
と
な
る
世
帯
に
対
し
支
援
金
を

給
付
し
ま
す
。

給
付
額
▼
1
世
帯
当
た
り
10
万
円

対
　
象
▼

〇�

令
和
6
年
6
月
3
日
時
点
で
勝
山
市
民

〇�

新
た
に
世
帯
全
員
の
令
和
6
年
度
の
住

民
税
均
等
割
が
非
課
税
で
あ
る
世
帯
ま

た
は
世
帯
全
員
の
令
和
６
年
度
の
住
民

税
が
非
課
税
又
は
均
等
割
の
み
で
あ
る

世
帯

※�

令
和
5
年
度
に
「
住
民
税
非
課
税
世
帯

臨
時
特
別
給
付
金
（
７
万
円
）」
ま
た
は

「
低
所
得
世
帯
支
援
臨
時
特
別
給
付
金

（
10
万
円
）」の
支
給
を
受
け
た
世
帯（
未

申
請
・
受
給
辞
退
さ
れ
た
世
帯
も
含
む
）

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

　
あ
わ
せ
て
、
上
記
の
給
付
金
の
対
象
に

な
る
世
帯
の
う
ち
、
次
の
児
童
を
扶
養
し

て
い
る
場
合
は
追
加
の
給
付
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

追
加
給
付
の
対
象
と
な
る
児
童

〇�

令
和
6
年
6
月
3
日
時
点
で
、
世
帯
主

と
同
一
世
帯
で
あ
る
18
歳
以
下
の
児
童

（
平
成
18
年
4
月
2
日
以
降
生
ま
れ
の

児
童
）

〇�
令
和
6
年
6
月
4
日
か
ら
令
和
6
年
10

月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
童

追
加
給
付
の
金
額
▼

�
児
童
1
人
当
た
り
5
万
円

　
対
象
と
思
わ
れ
る
世
帯
に
は
市
役
所
か

ら
申
請
書
を
送
付
（
8
月
中
旬
）
し
ま
す
。

要
件
な
ど
を
確
認
し
、
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
福
祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
▼
10
月
31
日
㈭

屋
外
広
告
物
に
は
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す

�

問
建
設
課（
市
役
所
1
階
）☎
88
‐
８
１
０
７

　
福
井
県
で
は
屋
外
広
告
物
の
乱
立
を
防

ぎ
、
街
や
自
然
の
景
観
を
維
持
す
る
た
め

に「
屋
外
広
告
物
法
」に
基
づ
く「
福
井
県

屋
外
広
告
物
条
例
・
施
行
規
則
」
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
表
示（
設

置
）
を
禁
止
す
る
場
所
・
面
積
・
高
さ
等

が
定
め
ら
れ
て
お
り
、広
告
物
を
表
示（
設

置
）
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
原
則
、

市
へ
の
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
新
し
く

屋
外
広
告
物
を
設
置
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
担
当
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
更
新
手
続
き
も
１
か
月
や
１
年
（
資

格
保
有
者
が
管
理
の
場
合
３
年
）
毎
に
必

要
で
す
。

　
な
お
、
屋
外
広
告
物
条
例
に
違
反
し
た

場
合
、
罰
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
設
置
者
や
管
理
者
に
は
良
好
な

状
態
を
保
持
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。
表

示（
設
置
）後
も
、
強
風
や
地
震
に
よ
る
倒

壊
や
落
下
な
ど
で
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

定
期
的
に
点
検
を
行
い
、
適
切
な
管
理
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

　
「
屋
外
広
告
物
」と
は
①
屋
外
で
②
公
衆

に
対
し
③
常
時
ま
た
は
一
定
の
期
間
継
続

し
て
表
示
・
設
置
さ
れ
る
④
広
告
板
、
広

告
幕
、
の
ぼ
り
、
立
て
看
板
、
は
り
紙
、

建
物
に
表
示
す
る
壁
面
広
告
、
自
動
車
な

ど
に
表
示
さ
れ
た
移
動
広
告
な
ど
を
い
い

ま
す
。

「
屋
外
広
告
物
」
っ
て
な
に
？

詳細はこちら

「屋外広告物」の種類
　
救
急
車
を
呼
ぶ
場
合
と
、
呼
ば
な
く
て

も
良
い
場
合
な
ど
の
判
断
に
迷
う
と
き

は
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
ま
た
は
消

防
署
へ
ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
小

児
の
相
談
先
と
し
て
、
夜
間
は
こ
ど
も
医

療
電
話
♯
8
0
0
0
で
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

　
救
急
車
は
限
り
あ
る
資
源
で
す
。
皆
さ

ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
低
価
格
・
高
リ
ス
ク
』の
非
純
正
バ
ッ
テ
リ
ー
に

ご
注
意
を�

問
消
防
署
☎
88
‐
０
４
０
０

　

近
年
、
繰
り
返
し
充
電
し
て
使
用
で

き
る
「
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
搭
載
製

品
」
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
と
し
て
普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
安
価
で
入
手
し
や
す

い
「
非
純
正
バ
ッ
テ
リ
ー
」
で
火
災
を
伴

う
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。

（
例
）�ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

充
電
式
掃
除
機 

な
ど

リ
ス
ク
の
高
い
非
純
正
バ
ッ
テ
リ
ー
を

見
分
け
る
ポ
イ
ン
ト

▢�

純
正
品
に
比
べ
て
極
端
に
安
く
な
っ

て
い
な
い
か

▢�

事
業
者
の
連
絡
先
が
正
し
く
記
載
さ

れ
て
い
る
か

▢�

製
品
説
明
の
日
本
語
が
お
か
し
く

な
っ
て
い
な
い
か

▢�

P
S
E
マ
ー
ク
に
事
業
者
名
が
併
記

さ
れ
て
い
る
か

詳細はこちら

建
物
火
災
に
至
っ
た
火
災
も
！

救
急
車
は
限
り
あ
る
医
療
資
源

み
ん
な
で
上
手
に
利
用
し
ま
し
ょ
う

救
え
る
命
を
救
う
た
め
に
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省略記号　時 –とき　所–ところ　内–内容　対–対象　講–講師　定–定員　費–参加費　持–持ち物　締–申込締切

お知らせ

水道管の洗管作業が
始まります

時9月5日 ㈭ ～ 10月17日 ㈭ 午 後
10時～翌日午前３時
　安全かつ安心して水道を利用し
ていただくために、勝山管工事業
協同組合に委託して水道管の洗管
作業を行います。
　洗管作業中は、作業区域内およ
びその周辺で水が濁りますので、
水道のご使用をお控えください。
　ご不便をおかけしますが、ご理
解とご協力をお願いします。
　作業区域や日程などの詳細につ
いては、作業前に全戸配布するチ
ラシをご覧ください。
問上下水道課　☎88－8109

防災士養成研修

時9月28日㈯午前10時～午後5時
40分・29日㈰午前9時10分～午
後6時（試験あり）所福井県産業会
館 本館展示場対地域における防災
活動に意欲のある方、自主防災組
織や自治会の構成員など定150人
程 度（ 先 着 順 ） 費
8,000円（防災士養成
事業補助金により30
人まで全額補助）締研

修の１か月前
※�11月30日㈯・12月1日㈰にはプ

ラザ萬象で第2回目があります
問総務課　☎88－8125

勝山市青少年健全育成
推進大会

時8月21日㈬午後6時30分～ 8時
50分所教育会館ホール内オープニ
ングアトラクション（勝山市柔道
スポーツ少年団）、青少年育成勝
山市民会議会長表彰、『少年の主
張』作文発表、講演『より良い子ど
もとの関わりQandA』（講吉弘淳
一氏（福井県立大学看護福祉学部
社会福祉学科 教授）
問青少年育成勝山市民会議事務局
　（青少年室内）　☎87－0101

風鈴を見に行こう

時8月25日㈰まで所伊良神社（谷
区）内約800個の風鈴のトンネル
問谷もりあげ隊
　☎080－3685－8495

北谷町コミュニティセンター
９周年大感謝祭

時8月25日㈰午前10時～午後3時
所北谷町コミュニティセンター内
蕎麦、岩魚の塩焼きなどの販売、
パトカーや消防車の展示・見学、

岩魚のつかみ取り、スーパーボー
ルすくい　など
問（�特非）きただに村
　☎83－1030

　 70品目で作る
押し寿司作り体験募集

　市制施行70周年にちなみ、70
品目の中から好きな具を選んで牛
乳パックで押し寿司を作ります。
　「勝山 やまのサーモン」も具材
に加えました！
時8月28日㈬①午前10時30分～
②午前11時30分～所 すこやか多
目的ホール対小学生は保護者同
伴、中学生以上は1人でも可講勝
山市食生活改善推進員協議会定各
35人（先着順）費無料締8月21日㈬
申・問健康体育課　☎87－0888

『シルバーさろん』参加者募集
メイクアップ教室

時9月4日㈬・11日㈬・25日㈬（全
3回）午後1時30分～ 3時30分所
ボンタマキ内 いくつになっても
若々しく輝くためのメイク講座対
65歳以上の市民講 廣田小百合氏、
南保直美氏定6人（先着順）費200
円持 フェイスタオル、スタンド鏡

（あれば）締8月29日㈭
申・問勝山市シルバー人材センター
　  　☎88－1881

講阿部雅雄氏（ダンボール恐竜博物館）
定10組（先着順）　費無料　申要申込
※�制作した作品は「わくわく恐竜ラン

ド」に展示します

市内児童センターなどを利用する子ども達が共同制作し
た恐竜の展示や恐竜フォトスポットを設置します。また、
親子で楽しめるダンボール恐竜作りも開催します�
� �問こども課　☎88－8771

市民の広場

C o m m u n i c a t i o n

市からのお知らせInformation

詳細はこちら

　

池
ヶ
原
湿
原
は
六
呂
師
高
原
の
標
高

6
0
0
m
に
位
置
す
る
湿
原
で
す
。
ミ
ズ

チ
ド
リ
や
カ
キ
ラ
ン
な
ど
、
希
少
な
植
物

が
多
数
生
育
し
て
お
り
、
福
井
県
の
「
守

り
伝
え
た
い
福
井
の
里
地
里
山
30
」
に
選

ば
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
近
年
に
な
っ
て
い
く
つ
か
の

原
因
で
湿
原
植
物
が
そ
の
数
を
減
ら
し
ま

し
た
。
原
因
の
ひ
と
つ
は「
ヨ
シ
」や「
ハ

ン
ノ
キ
」
の
繁
茂
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
ヨ
シ
は
高
さ
2
～
3
m
に
な
る
イ

ネ
科
の
多
年
草
、
ハ
ン
ノ
キ
は
湿
地
性
の

樹
木
で
す
が
、
昔
は
よ
し
ず
の
材
料
と
し

て
周
辺
住
民
が
ヨ
シ
の
刈
り
取
り
を
行

い
、
利
用
す
る
こ
と
で
ヨ
シ
や
ハ
ン
ノ
キ

の
生
長
は
抑
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
生
活
様
式
が
変
化
し
て
利
用
さ
れ

な
く
な
っ
た
た
め
、
ヨ
シ
や
ハ
ン
ノ
キ
が

繁
茂
し
、
湿
原
植
物
の
生
育
環
境
が
悪
化

し
た
の
で
す
。

　
ま
た
、
周
辺
の
開
発
に
伴
い
、
外
来
種

の
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
が
生
育
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
湿
原
植
物

の
生
育
地
が
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
に
奪
わ

れ
る
こ
と
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
守
り
伝
え
た
い
湿
原

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
ヶ
原
湿
原
保
全
・
活
用
協
議
会

�

（
事
務
局
：
福
井
県
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
）

　
そ
こ
で
、
池
ヶ
原
湿
原
保
全
・
活
用
協

議
会
で
は
、
住
民
や
平
泉
寺
小
学
校
の
皆

さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
保
全
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
6
月
15
日
に

ハ
ン
ノ
キ
が
枯
れ
る
よ
う
に
樹
皮
を
削
り

落
と
す
作
業
と
、
オ
オ
ハ
ン
ゴ
ン
ソ
ウ
の

掘
り
取
り
を
行
い
ま
し
た
。
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
は
根
を
残
す
と
そ
こ
か
ら
復
活
す

る
た
め
、
ス
コ
ッ
プ
等
を
使
っ
て
根
ご
と

引
き
抜
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
太
陽
が
照

り
付
け
る
中
、
総
勢
70
人
以
上
の
方
が
汗

を
流
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

10
月
に
は

保
全
活
動
の

一
環
と
し
て

「
ヨ
シ
刈
り
」

を
実
施
す
る

予
定
で
す
。

ぜ
ひ
皆
さ
ん

も
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

池 ケ 原
湿 原

「わくわく恐竜ランド」と
� ダンボール恐竜作り

時9月9日㈪～23日（月・振）
所教育会館ロビー

【わくわく恐竜ランド】
時8月31日㈯午前10時～正午　
所教育会館ロビー
対3歳以上の親子
※�小学３年生以上は子どもだけの

参加も可能

【ダンボール恐竜作り】

恐竜推し！

市制施行70周年記念

さあ！

勝山しか、

勝たん山。
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